
李
白
に
お
け
る
蜀
地
方
の
意
義

「
詩
跡
」
論
か
ら
の
再
検
討

寺
　
尾

ロ岡

六五四三ニー目
次序

論
李
白
の
蜀
地
方
関
係
の
作
品
に
つ
い
て

「
蜀
道
難
」
～
伝
統
的
「
詩
跡
」
の
継
承
発
展

成
都
讃
歌
と
し
て
の
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
、
十
首
」

峨
眉
山
の
「
詩
跡
」
化
～
二
つ
の
「
峨
眉
山
月
歌
」
を
め
ぐ
っ
て

結
語
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一、

?
_

　
蜀
地
方
（
現
在
の
四
川
省
に
ほ
ぼ
属
す
）
は
、
周
知
の
如
く
、
李
白
が
二
十
代
半
ば
ま
で
過
ご
し
た
、
実
質
的
な
故
郷
と
も
言
う
べ
き
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
出
身
は
西
域
で
、
五
歳
頃
に
こ
の
地
に
流
れ
着
い
た
と
い
う
の
が
、
今
日
の
定
説
で
あ
る
が
、
李
白
自
身
、
出
蜀
後
も
「
国
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ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

門
遥
天
外
、
郷
路
遠
山
隔
。
朝
憶
相
如
台
、
夜
夢
子
雲
宅
」
（
「
准
南
臥
病
書
懐
寄
蜀
中
趙
徴
君
莚
」
）
、
「
蜀
国
曾
聞
子
帰
鳥
、
…
三
春
三
月
憶

ヘ
　
　
　
へ

三
巴
」
（
「
宣
城
見
杜
鵤
花
」
）
、
「
爾
去
之
羅
浮
、
我
還
憩
峨
眉
」
（
「
江
西
送
友
人
之
羅
浮
」
）
と
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
、
自
ら
の
認
識

の
上
で
は
、
こ
の
蜀
地
方
こ
そ
が
、
彼
の
故
郷
で
あ
っ
た
と
見
倣
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
李
白
と
蜀
地
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
先
行
論
文
と
し
て
は
、
松
浦
友
久
著
『
李
白
伝
記
論
』
ヨ
「
李
白
に
お
け
る
蜀
中
生
活
～
客
寓
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
源
泉
と
し
て
」
が
あ
る
。
本
書
は
、
ま
ず
、
李
白
の
蜀
中
時
代
の
作
と
ほ
ぼ
断
定
で
き
る
作
品
と
し
て
「
訪
戴
天
山
道
士
不
遇
」
「
登
錦
城

散
花
楼
」
「
登
峨
眉
山
」
「
峨
眉
山
月
歌
」
の
四
詩
を
挙
げ
、
つ
い
で
、
出
蜀
後
に
お
け
る
蜀
に
対
す
る
言
及
例
を
、
「
詩
人
の
視
点
と
の
関
係
」

と
い
う
観
点
か
ら
、
次
の
三
種
に
分
類
し
て
い
る
。

①
李
白
個
人
の
経
歴
と
は
直
接
に
関
わ
ら
な
い
形
で
蜀
に
関
す
る
事
象
が
歌
わ
れ
て
い
る
も
の
（
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
十
首
」
「
蜀
道
難
」

　
な
ど
）

②
経
歴
に
は
関
わ
る
が
故
郷
と
し
て
の
視
点
を
も
た
な
い
も
の
（
「
上
三
峡
」
「
観
元
丹
丘
坐
巫
山
屏
風
」
な
ど
）

③
蜀
を
故
郷
と
す
る
視
点
を
も
つ
も
の
（
「
上
安
州
斐
長
史
書
」
「
准
南
臥
病
書
懐
寄
蜀
中
趙
徴
君
莚
」
な
ど
）
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同
書
の
場
合
、
李
白
の
望
郷
意
識
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
点
が
論
の
中
心
で
あ
る
と
い
う
性
格
上
、
②
と
③
に
分
類
さ
れ

る
作
品
が
主
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
視
点
を
や
や
変
え
て
、
李
白
と
い
う
詩
人
の
作
風
、
あ
る
い
は
、
彼
を
代
表
す
る
作
品
群
、

と
い
っ
た
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
①
に
相
当
す
る
一
連
の
作
品
群
こ
そ
、
よ
り
李
白
ら
し
さ
が
現
わ
れ
、
ま
た
、
後
世
へ

の
影
響
も
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
蜀
道
難
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
彼
の
代
表
作
で
あ
り
、
そ
の
迫
力
や
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
は
、
ま
さ
に
奔
放
瓢
逸
た
る
彼
の
詩
風
を
如
何
な
く
発
揮
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
あ
る
い
は
、
在
蜀
期
の
作
品
で
あ
る
「
訪
戴

天
山
道
士
不
遇
」
「
登
錦
城
散
花
楼
」
「
登
峨
眉
山
」
な
ど
は
、
彼
自
身
の
経
歴
と
は
直
接
に
関
わ
ら
な
い
形
で
歌
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お



い
て
、
①
に
類
す
る
作
品
と
見
倣
し
う
る
が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
、
や
は
り
彼
の
代
表
作
の
一
群
に
加
え
ら
れ
る
べ
き
作
品
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
先
に
「
視
点
を
や
や
変
え
て
」
と
述
べ
た
が
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
「
詩
跡
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
李
白
の
蜀
に
関
す
る
作
例
を
再
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
主
旨
で
あ
る
。
李
白
が
、
蜀
と
い
う
政
治
的
・
軍
事
的
に
も
、
あ
る
い
は
文
学
的
に
も
極
め
て
重
要

な
こ
の
土
地
に
関
し
て
、
詩
と
い
う
伝
達
手
段
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
「
詩
跡
」
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
を
い
か
に
描
写
し
賛
美
し
て
い
る

か
と
い
っ
た
点
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
李
白
像
が
現
わ
れ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
李
白
の
蜀
地
方
関
係
の
作
品
に
つ
い
て

　
本
節
で
は
、
ま
ず
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、
李
白
が
蜀
の
地
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
作
例
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
（
但
し
、
本

稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
峡
」
、
及
び
そ
の
関
係
で
歌
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
巴
」
地
方
に
関
し
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
原
則
と
し

て
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
）
。

　
次
頁
に
挙
げ
る
〈
表
〉
は
、
現
存
す
る
李
白
詩
の
、
詩
題
及
び
詩
中
に
蜀
中
の
地
名
が
登
場
す
る
作
品
の
一
覧
で
あ
る
。
体
例
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

拙
稿
「
李
白
に
お
け
る
武
漢
の
意
義
」
巾
謡
を
参
照
の
こ
と
。
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
安
旗
主
編
『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
に
従
っ
て
い
る

が
、
周
知
の
ご
と
く
、
李
白
詩
の
編
年
に
つ
い
て
は
諸
説
存
在
し
て
い
る
の
で
、
一
応
の
目
安
と
い
っ
た
程
度
で
参
照
し
て
欲
し
い
（
な
お
、

『
李
白
全
集
編
年
注
釈
』
は
李
白
の
没
年
を
七
六
三
年
と
し
て
い
る
の
で
注
意
を
要
す
る
）
。
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こ
の
〈
表
〉
に
見
え
る
よ
う
に
、
李
白
が
蜀
地
方
に
触
れ
て
い
る
作
品
は
三
十
八
首
、
李
白
詩
約
一
千
首
中
の
凡
そ
四
％
を
占
め
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
李
白
が
二
十
代
半
ば
ま
で
の
お
よ
そ
二
十
年
間
、
人
生
の
約
三
分
の
一
を
過
ご
し
た
地
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ

ば
、
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
数
字
で
あ
る
。
杜
甫
が
四
年
に
満
た
な
い
成
都
在
住
期
に
二
百
四
十
首
余
り
の
作
品
を
残
し
た
こ
と
と
比
較



〈表〉李白蜀関係詩歌作品

作品

@号
作品名 製作地 種別 地名（詩題，詩中）

製作

N代
825 訪戴天山道士不遇 綿州 閑適 戴天山 718

694 登錦城散花楼 成都 登覧 錦城（二例），散花楼（二例），双流 720

602 酬宇文少府見桃竹書筒 酬答 峨眉 〃

695 登峨眉山 峨眉山 登覧 峨眉〔山〕（二例） 〃

274 峨眉山月歌 江上 歌吟 峨眉山（二例），平莞，清渓 724

743 荊門浮舟望蜀江 荊門 行役 蜀江，錦江 725

414 准南臥病書懐寄蜀中趙徴君 揚州 寄 蜀，相如台，子雲宅 726

莚
407 贈僧行融 江夏 贈 峨眉 728

206 長相思 楽府 蜀 729

309 読諸葛武侯伝書懐贈長安崔 長安 贈 眠蜀 730

少府叔封昆季
571 送友人入蜀 長安 送 蜀（二例） 731

062 蜀道難 長安 楽府 蜀道（四例），峨眉，剣閣，錦城 〃

109 白頭吟其一 楽府 錦水 743

110 白頭吟其一 〃 錦水，蜀 〃

023 古風其二十三 古風 蜀 745

914 題嵩山逸人元丹丘山居 嵩山 題詠 紫雲山 750

423 聞丹丘子於城北山営石門幽 東魯 寄 峨眉 751

居…
468 留別曹南群官之江南 曹州 別 峨眉 753

883 聴蜀僧溶弾琴 詠物 蜀（二例），峨眉峰 〃

252 当塗趙炎少府粉図山水歌 当塗 歌吟 峨眉 755

630 答杜秀才五松山見贈 五松山 酬答 錦城 〃

400 贈友人其三 越 贈 蜀 756

264 上皇西巡南京歌其一 溝陽 歌吟 南京，蜀道，剣壁 757

265 〃　　　　二 〃 〃 南京，成都 〃

266 〃　　　　三 〃 〃 南京，華陽 〃

267 〃　　　　四 〃 〃 南京，錦江，玉塁 〃

268 〃　　　　五 〃 〃 南京，錦江，石鏡 〃

269 〃　　　　六 ク 〃 南京（二例），散花楼 〃

270 〃　　　七 ク 〃 南京，錦水，錦城，星橋，峨眉山 〃

271 〃　　　　八 〃 〃 南京，蜀道，（金牛），錦城 〃

272 〃　　　九 〃 〃 南京，錦江 ク

273 〃　　　十 〃 〃 南京，剣閣，蜀 〃

377 流夜郎半道承恩放還兼欣克 贈 剣閣 759

復之美書懐示息秀才
375 経乱離後天恩流夜郎憶旧遊 江夏 贈 峨眉 〃

書懐贈江夏章太守良宰
112 司馬将軍歌 岳陽 楽府 三蜀 〃

275 峨眉山月歌送蜀僧要入中京 江夏 歌吟 峨眉〔山〕（七例） 760
593 河西送友人之羅浮 豫章 送 峨眉 〃

931 宣城見杜鵠花 宣城 雑詠 蜀国 763
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㌃恰篠畜一念．
1民　　　　　　　青泥o金牛o
江　　　　　　　　　　　　　漢中

▲玉塁山　　o昌明o剣閣
　　　　　浩o綿州
　　　　　水　　　　嘉

　　　　　　　　　　陵
　　　　　　　　　　江
　　　　2（昇仙P

醒㈱で州

ノ江長

蜀地方の略図

す
れ
ば
、
そ
の
差
は
一
層
歴
然
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
そ
の
質
的
な
面
か
ら
言
え
ば
、
「
蜀
道
難
」
「
訪
戴

天
山
道
士
不
遇
」
「
登
錦
城
散
花
楼
」
「
登
峨
眉
山
」
「
峨
眉

山
月
歌
」
「
峨
眉
山
月
歌
送
蜀
僧
曇
入
中
京
」
「
聴
蜀
僧
溶
弾

琴
」
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
十
首
」
「
白
頭
吟
二
首
」
「
宣
城
見

杜
鵤
花
」
等
、
彼
の
代
表
作
と
も
言
う
べ
き
作
品
、
あ
る
い

は
彼
の
作
風
を
語
る
上
で
重
要
度
の
高
い
作
品
、
後
世
へ
の

影
響
の
大
き
い
作
品
等
が
、
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
お
り
、

決
し
て
軽
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

　
次
に
、
こ
の
表
に
従
っ
て
、
李
白
の
詩
（
及
び
詩
題
）
に

現
わ
れ
た
蜀
地
方
の
地
名
の
用
例
数
を
整
理
し
て
み
る
と
、

ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
る
（
一
作
品
中
に
重
複
し
て
現
わ
れ
た

場
合
、
　
一
首
に
数
え
る
）
。

蜀
（
十
五
首
。
う
ち
「
蜀
道
」
三
首
、
「
蜀
江
」
一
首
）

華
陽
（
一
首
。
蜀
地
の
古
名
。
但
し
「
宋
本
」
は
「
徳
陽
」

　
に
作
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
現
在
の
四
川
省
徳
陽
県
）

成
都
（
一
首
。
唐
代
益
州
〔
蜀
郡
〕
の
治
所
。
地
名
自
体

　
は
戦
国
・
秦
の
置
い
た
「
成
都
県
」
に
ま
で
遡
る
こ
と

一71一



　
が
で
き
る
）

南
京
（
十
首
。
成
都
の
こ
と
。
安
史
の
乱
時
、
玄
宗
〔
当
時
す
で
に
上
皇
〕
が
成
都
よ
り
帰
京
の
後
、
至
徳
二
載
〔
七
五
七
年
〕
十
二
月
十

　
五
日
、
こ
の
地
を
南
京
と
称
す
る
こ
と
と
の
勅
命
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
後
述
）

錦
城
（
五
首
。
成
都
の
美
称
。
も
と
も
と
成
都
の
南
に
位
置
す
る
、
三
国
・
蜀
漢
が
織
錦
を
管
理
す
る
役
所
を
設
置
し
た
錦
城
〔
錦
官
城
〕

　
を
指
し
て
い
た
が
、
後
に
成
都
の
別
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
李
白
が
成
都
と
い
う
名
称
よ
り
も
、
こ
の
「
錦
城
」
と
い

　
う
美
的
な
名
称
を
よ
り
多
く
用
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ん

錦
江
（
四
首
。
成
都
を
流
れ
る
眠
江
〔
当
時
長
江
の
本
流
と
認
識
さ
れ
て
い
た
〕
の
｝
支
流
。
織
錦
を
洗
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
こ
と
に
つ

　
い
て
は
、
す
で
に
東
晋
の
『
華
陽
国
志
』
「
蜀
志
」
に
見
え
る
。
成
都
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
）

錦
水
（
三
首
。
「
錦
江
」
の
こ
と
）

星
橋
（
一
首
。
七
星
橋
の
こ
と
。
成
都
及
び
そ
の
周
辺
に
架
か
る
七
橋
。
『
華
陽
国
志
』
「
蜀
志
」
に
す
で
に
見
え
る
。
蜀
の
治
水
で
著
名
な

　
秦
の
李
泳
が
北
斗
七
星
に
象
り
建
設
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
司
馬
相
如
出
蜀
の
故
事
で
知
ら
れ
る
昇
仙
橋
、
諸
葛
孔
明
と
費
緯
と
の

　
別
れ
の
場
と
し
て
知
ら
れ
る
万
里
橋
な
ど
は
、
詩
に
し
ば
し
ば
歌
わ
れ
る
「
詩
跡
」
と
な
っ
て
い
る
）

散
花
楼
（
二
首
。
成
都
に
あ
る
楼
の
名
。
楊
斉
賢
注
所
引
の
『
成
都
志
』
に
「
宣
華
苑
城
上
有
散
花
楼
、
惰
蜀
王
秀
所
立
。
」
と
あ
る
。
ま

　
た
南
宋
の
『
方
輿
勝
覧
』
巻
五
一
に
も
「
散
花
楼
」
の
条
が
あ
り
、
李
白
の
「
登
錦
城
散
花
楼
」
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
所
在
地
の

　
説
明
は
な
い
。
李
白
以
前
に
「
散
花
楼
」
の
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
李
白
に
よ
っ
て
著
名
に
な
っ
た
建
築
物
と
考
え
ら
れ
る
）

相
如
台
（
一
首
。
成
都
の
司
馬
相
如
旧
宅
、
琴
台
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
琴
台
に
つ
い
て
は
『
初
学
記
』
巻
二
四
に
も
記
述
が
あ
る
）

子
雲
宅
（
一
首
。
成
都
の
揚
雄
旧
宅
。
所
在
地
に
つ
い
て
は
『
太
平
御
覧
』
巻
一
八
〇
、
『
太
平
簑
宇
記
』
巻
七
二
に
記
述
が
あ
る
。
現
在

　
の
成
都
第
十
三
中
学
校
内
に
位
置
す
る
）

石
鏡
二
首
。
古
代
蜀
国
の
妃
の
墓
石
と
伝
え
ら
れ
る
岩
。
成
都
の
北
角
の
武
担
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
）
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が
　
び

峨
眉
〔
山
〕
〔
峰
〕
（
十
三
首
。
成
都
の
西
南
約
一
五
〇
キ
ロ
に
あ
る
。
後
述
）

眠
（
一
首
。
山
名
。
成
都
の
西
か
ら
西
北
に
か
け
て
の
長
大
な
連
山
。
こ
の
名
は
し
ば
し
ば
蜀
地
の
代
称
．
代
名
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
）

剣
閣
（
三
首
。
山
名
ま
た
は
道
名
・
関
名
。
成
都
の
東
北
約
二
〇
〇
キ
ロ
に
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
蜀
の
桟
道
中
の
難
所
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
。
後

　
述
。
李
白
に
は
他
に
「
剣
閣
銘
」
と
い
う
文
も
あ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

剣
壁
（
一
首
。
「
剣
閣
」
の
こ
と
。
張
載
「
剣
閣
銘
」
の
「
是
日
剣
閣
、
壁
立
千
初
」
を
踏
ま
え
た
表
現
）

戴
天
山
（
一
首
。
李
白
故
居
と
さ
れ
る
綿
州
昌
明
県
清
廉
郷
北
に
あ
る
。
李
白
以
前
は
全
く
無
名
の
山
で
あ
っ
た
が
、
李
白
に
よ
っ
て
著
名

　
に
な
る
。
別
名
、
匡
山
）

紫
雲
山
（
一
首
。
固
有
名
詞
で
あ
る
か
否
か
自
体
が
疑
わ
し
い
が
、
現
在
で
は
戴
天
山
に
対
面
す
る
一
山
が
そ
れ
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
通

　
説
で
あ
る
）

玉
塁
（
一
首
。
山
名
。
成
都
の
西
北
約
七
〇
キ
ロ
、
茂
州
・
彰
州
の
境
界
線
に
沿
う
連
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

双
流
（
一
首
。
成
都
付
近
の
秤
江
と
流
江
の
こ
と
。
左
思
「
蜀
都
賦
」
に
「
帯
二
江
之
双
流
」
と
あ
る
。
の
ち
、
こ
れ
に
因
ん
で
双
流
郡
、

　
双
流
県
等
の
地
名
と
な
る
。
唐
代
の
双
流
県
は
成
都
西
南
約
二
〇
キ
ロ
に
あ
る
。
李
白
の
場
合
、
左
思
の
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
考
え
ら
れ

　
る
）

平
莞
（
一
首
。
北
周
の
平
莞
郡
及
び
そ
の
一
帯
を
指
す
。
ま
た
青
衣
江
の
こ
と
と
す
る
説
も
あ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

清
渓
（
一
首
。
眠
江
沿
い
の
渡
し
場
。
所
在
地
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
）
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以
上
、
李
白
詩
に
見
え
る
蜀
地
方
の
地
名
（
以
下
「
地
名
」
「
土
地
」
「
地
」
と
言
っ
た
場
合
、
建
築
物
名
．
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
名
等
を
含
む
）

を
概
観
し
て
み
た
。
総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
「
戴
天
山
」
「
散
花
楼
」
等
の
い
く
つ
か
の
例
外
を
別
に
す
れ
ば
、
李
白
は
蜀
地
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ほ
ど
新
し
い
地
名
を
歌
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
伝
統
的
に
過
去
の
歴
史
書
、
地
志
、
文
学
作
品
等
に
す
で
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
名
を
多



く
用
い
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
を
「
詩
跡
」
の
生
成
発
展
と
い
っ
た
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
る
と
、
一
般
に
、
あ
る
詩
人
が
あ
る
土
地
を
歌
う
場
合
、
そ
の
地
が
、
文

学
的
風
土
と
し
て
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
段
階
的
に
言
う
な
ら
ば
、
そ
の
あ
る
土
地
が
、
①
全
く
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん

ど
無
名
の
状
態
、
②
地
域
的
に
は
あ
る
程
度
著
名
で
あ
っ
て
も
、
全
国
区
に
は
成
り
得
て
い
な
い
二
般
の
読
書
人
に
ま
で
は
知
ら
れ
て
い
な

い
）
状
態
、
③
す
で
に
全
国
区
に
は
成
り
得
て
お
り
、
一
般
の
読
書
人
に
と
っ
て
も
知
識
と
し
て
は
共
有
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
地
自
体
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
、
文
学
作
品
の
独
立
し
た
テ
ー
マ
に
成
り
得
る
ま
で
に
は
発
展
し
て
い
な
い
状
態
、
④
す
で
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
そ

の
地
を
テ
ー
マ
と
す
る
先
行
の
著
名
な
文
学
作
品
等
が
あ
る
状
態
、
⑤
す
で
に
多
く
の
先
行
の
文
学
作
品
が
あ
り
、
「
詩
跡
」
と
し
て
確
立
し

て
い
る
状
態
、
と
い
っ
た
様
々
の
段
階
が
状
況
と
し
て
存
在
す
る
。

　
李
白
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
は
①
②
の
状
態
に
あ
る
地
を
「
詩
跡
」
化
す
る
の
に
長
じ
た
詩
人
の
一
人
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
例

え
ば
、
「
秋
浦
」
「
九
華
山
」
「
桃
花
潭
」
等
の
安
徽
省
院
南
の
各
地
な
ど
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
「
黄
鶴
楼
」
や
「
敬
亭
山
」

「
謝
眺
北
楼
」
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
崔
頴
の
「
黄
鶴
楼
」
詩
が
あ
り
、
謝
眺
の
諸
作
が
あ
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
④
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

当
時
の
状
況
か
ら
考
え
れ
ば
、
李
白
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
に
は
②
の
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
九
孔
。
こ
の
よ

う
に
、
①
②
（
あ
る
い
は
③
）
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
地
が
、
李
白
の
詩
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
、
後
世
、
し
ば
し
ば
詩
文
の
題
材
に
さ
れ

る
（
つ
ま
り
「
詩
跡
」
化
さ
れ
る
）
と
い
う
ケ
ー
ス
は
極
め
て
多
い
。

　
蜀
地
に
関
し
て
、
こ
の
①
な
い
し
②
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
戴
天
山
」
と
「
散
花
楼
」
で
あ
ろ
う
。

　
「
戴
天
山
」
（
別
名
「
匡
山
」
）
は
「
訪
戴
天
山
道
士
不
遇
」
詩
の
詩
題
に
一
例
見
え
る
の
み
で
あ
り
、
詩
中
の
内
容
も
道
士
を
尋
ね
て
い
く

状
況
が
語
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
こ
の
山
自
体
を
李
白
が
と
り
た
て
て
賛
美
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
李
白
の
詩
に
よ
っ
て
有
名
に
な
っ
た

と
言
う
よ
り
、
「
著
名
人
」
李
白
が
青
少
年
期
に
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
結
果
的
に
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
後
世
こ

こ
に
「
李
白
読
書
台
遺
跡
」
が
造
ら
れ
、
今
日
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
李
白
故
居
の
名
所
の
一
つ
に
な
る
と
は
、
彼
自
身
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
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た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
詩
跡
」
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
、
李
白
ら
し
い
現
象
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
李
白
遺
跡
は
、
全

国
に
無
数
に
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
彼
が
そ
の
地
を
賛
美
し
た
詩
を
残
し
て
い
る
場
所
と
は
限
ら
な
い
。
李
白
の
名
声
の
み
で
著
名

に
な
っ
た
土
地
や
遺
跡
も
㌘
・
そ
の
意
味
で
・
こ
の
・
葵
山
L
に
関
し
て
興
味
深
い
こ
と
は
、
す
で
に
李
白
の
生
前
中
に
、
杜
甫
が
「
陸

山
読
書
処
、
頭
白
好
帰
来
」
（
「
不
見
」
）
と
歌
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
杜
甫
が
あ
え
て
こ
の
「
匡
山
」
（
「
戴
天
山
」
）
を
詩
に
詠
み
込
ん
だ
理
由

を
考
え
た
場
合
、
一
つ
に
は
、
李
白
が
こ
こ
で
読
書
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
当
時
す
で
に
一
般
の
読
書
人
に
も
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
一
つ
に
は
、
杜
甫
が
、
一
般
読
者
に
対
し
て
そ
の
こ
と
を
紹
介
し
よ
う
と
し
た
（
つ
ま
り
、
「
詩
跡
」
化
し
よ
う

と
試
み
た
）
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
む
ろ
ん
、
杜
甫
が
、
こ
の
詩
を
李
白
以
外
の
第
三
者
に
読
ま
れ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
な
ら
ば

こ
の
よ
う
な
仮
説
は
成
り
立
ち
に
く
い
が
、
「
詩
跡
」
を
生
み
や
す
い
詩
人
で
あ
る
李
白
に
関
わ
る
地
名
で
あ
る
だ
け
に
、
検
討
の
余
地
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
「
散
花
楼
」
は
、
前
掲
の
楊
斉
賢
注
所
引
『
成
都
志
』
の
記
述
を
信
じ
る
と
す
れ
ば
、
惰
の
時
代
の
建
造
物
で
あ
り
、
李
白
が
訪
れ

た
時
に
は
、
す
で
に
百
年
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
に
な
る
（
但
し
『
大
明
一
統
志
』
巻
六
七
に
は
「
唐
建
」
と
あ
る
）
。
し
か
し
管
見
に
よ
る
限
り
、

李
白
以
前
に
こ
の
名
称
は
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
地
元
の
人
間
に
と
っ
て
は
周
知
の
建
造
物
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
全
国
的
に
は
知
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

度
は
低
か
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
確
か
に
、
李
白
は
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
、
其
六
」
に
「
北
地
難
誇
上
林
苑
、
南
京
還
有
散
花
楼
」
と
歌

い
、
「
散
花
楼
」
を
、
長
安
屈
指
の
名
園
た
る
「
上
林
苑
」
に
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
当
時
の
状
況
か
ら
考
え
て
、
そ
れ
ほ
ど
の
知

名
度
が
あ
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
李
白
は
「
上
林
苑
」
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
散
花
楼
」
を
全
国

的
な
レ
ベ
ル
の
「
詩
跡
」
に
引
き
上
げ
よ
う
と
企
図
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
意
図
的
で
あ
っ
た
か
否
か
は
別
に
し
て
も
、
結
果
と
し
て
、

こ
の
「
散
花
楼
」
は
、
李
白
の
「
登
錦
城
散
花
楼
」
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
、
其
六
」
の
詩
と
と
も
に
、
成
都
の
名
所
の
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
以
後
、
南
宋
の
『
方
輿
勝
覧
』
を
は
じ
め
と
し
て
『
大
明
一
統
志
』
『
大
清
一
統
志
』
と
い
っ
た
全
国
規
模
の
地
志
に
も
そ
の

名
は
掲
載
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
も
、
近
年
、
百
花
潭
公
園
の
畔
に
再
建
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て
い
る
。
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以
上
、
李
白
の
蜀
地
に
お
け
る
①
②
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
を
二
例
ほ
ど
見
て
み
た
。
「
詩
跡
」
の
生
成
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
①
②
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
土
地
を
開
拓
し
て
い
く
こ
と
も
、
文
学
の
発
展
に
お
い
て
大
き
な
価
値
が
あ
り
、
同
時
に
李
白
の
と
り
わ
け
得
意
と
し
た
分

野
の
一
つ
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
ま
た
、
「
詩
跡
」
の
発
展
と
い
う
側
面
か
ら
す
れ
ば
、
④
⑤
（
あ
る
い
は
過
渡
的
な
段
階
で
あ
る
③
）
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
地
を

歌
う
と
い
う
作
業
も
ま
た
、
伝
統
を
蓄
積
し
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く
と
い
っ
た
重
要
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
詩
人
に
と
っ

て
は
、
当
然
、
先
行
作
品
と
比
較
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
自
己
の
手
腕
を
明
瞭
な
形
で
誇
示
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
が
、
反
面
、
大

き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
、
李
白
や
蘇
賦
に
盧
山
を
歌
っ
た
名
作
が
あ
る
が
、
こ
の
盧

山
な
ど
は
⊥
ハ
朝
時
代
か
ら
す
で
に
「
詩
跡
」
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
彼
ら
の
作
詩
時
に
お
け
る
重
圧
感
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ

離
・

　
李
白
の
蜀
地
に
お
け
る
作
例
を
見
た
場
合
、
前
述
の
如
く
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
た
地
名
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
、

④
⑤
の
段
階
、
あ
る
い
は
そ
の
段
階
に
至
っ
て
な
く
と
も
、
少
な
く
と
も
③
の
段
階
の
状
況
の
地
が
多
く
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
蜀
」

「
錦
城
（
成
都
）
」
「
錦
江
（
錦
水
）
」
「
蜀
道
」
「
剣
閣
」
「
峨
眉
山
」
と
い
っ
た
メ
ジ
ャ
ー
な
地
名
か
ら
、
や
や
マ
イ
ナ
ー
な
が
ら
「
玉
塁
」

「
双
流
」
「
石
鏡
」
「
相
如
台
（
琴
台
）
」
「
子
雲
宅
（
揚
雄
宅
）
」
三
七
）
星
橋
L
な
ど
と
い
っ
た
地
名
に
至
る
ま
で
、
す
で
に
李
白
以
前
の
文

学
作
品
の
中
に
、
し
ば
し
ば
題
材
．
素
材
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
蜀
地
に
関
し
て
、
李
白
当
時
の
読
書
人
の
参
照
で
き
た
基
本
的
文
献
と
し

て
想
定
さ
れ
る
も
の
を
挙
げ
て
み
て
も
、
前
漢
の
揚
雄
「
蜀
王
本
紀
」
「
蜀
都
賦
」
、
西
晋
の
左
思
「
蜀
都
賦
」
、
張
載
「
剣
閣
銘
」
、
陳
寿
『
三

国
志
』
（
及
び
斐
松
子
注
）
、
東
晋
の
常
璋
『
華
陽
国
志
』
、
北
魏
の
螂
道
元
『
水
経
注
』
等
と
い
っ
た
名
著
・
名
篇
が
容
易
に
思
い
付
く
（
む

ろ
ん
蜀
に
は
限
定
さ
れ
な
い
が
『
文
選
』
『
芸
文
類
聚
』
『
初
学
記
』
等
の
総
集
・
類
書
も
想
定
さ
れ
る
）
。
李
白
の
用
い
る
蜀
中
の
地
名
の
多

く
は
、
こ
れ
ら
名
立
た
る
作
品
に
す
で
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
李
白
の
詠
蜀
詩
研
究
を
進
め
る
に
当
っ
て
、
李
白
が
い
か
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に
こ
れ
ら
の
地
名
を
用
い
、
そ
の
地
を
「
詩
跡
」
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
っ
て
い
る
か
が
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
次
節
以
下
、
こ
う
い
っ
た
問
題
を
考
え
る
上
で
象
徴
的
な
作
品
、
即
ち
「
蜀
道
難
」
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
、
十
首
」
及
び
二
つ
の
「
峨
眉
山

月
歌
」
を
中
心
に
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
、
土
地
讃
歌
の
詩
、
換
言
す
れ
ば
、
「
詩
跡
」
謳
歌
の
詩
と
し
て
再
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
意
味
付
け
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
李
白
の
歌
う
土
地
が
な
に
ゆ
え
「
詩

跡
」
化
さ
れ
や
す
い
の
か
、
土
地
を
歌
う
李
白
の
詩
が
な
に
ゆ
え
そ
の
土
地
々
々
の
人
々
に
愛
唱
さ
れ
る
の
か
と
い
う
、
「
詩
跡
」
研
究
に
お

け
る
重
要
な
懸
案
を
検
討
す
る
す
る
上
で
も
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
「
蜀
道
難
」
～
伝
統
的
「
詩
跡
」
の
継
承
発
展

　
ま
ず
、
「
蜀
道
難
」
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
古
来
か
ら
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も
根
本
的
な
問
題

で
あ
る
は
ず
の
、
こ
の
詩
の
主
軸
・
キ
ー
ワ
ー
ド
た
る
「
蜀
道
」
と
い
う
地
の
持
つ
文
学
的
意
味
合
い
に
関
す
る
考
察
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の

土
地
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
・
意
義
等
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
即
ち
「
詩
跡
」
と
し
て
の
視
点
か
ら
の
検
討
・
議
論
が
、
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
李
白
が
こ
の
詩
を
制
作
し
よ
う
と
し
た
、
そ
も
そ
も
の
主
要
動
機
（
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
）
は
、
何
よ
り
、
こ
の
「
蜀
道
」

の
持
つ
「
詩
跡
」
と
し
て
の
文
学
的
素
材
の
豊
か
さ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
読
者
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
作
品
に
横
溢

す
る
、
李
白
の
「
蜀
道
」
と
い
う
地
に
対
す
る
異
様
と
も
い
え
る
激
し
い
情
熱
こ
そ
が
、
こ
の
詩
の
魅
力
で
あ
り
、
人
気
を
集
め
る
所
以
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ろ
う
。
古
来
か
ら
云
々
さ
れ
て
い
る
「
寓
意
」
の
有
無
や
そ
の
対
象
と
い
っ
た
問
題
は
、
こ
の
作
品
自
体
の
評
価
を
揺
る
が
す
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
二
義
的
な
問
題
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
は
、
寓
意
性
を
抜
き
に
し
て
、
単
純
に
土
地
讃
歌
の
詩
・
「
詩
跡
」
謳
歌

の
詩
と
し
て
読
ん
で
も
、
い
さ
さ
か
の
遜
色
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
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蜀
道
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

臆
呼
噴
、
危
乎
高
哉
、
蜀
道
之
難
、
難
於
上
青
天
。

蚕
叢
及
魚
憂
、
開
国
何
荘
然
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

爾
来
四
万
八
千
歳
、
不
与
秦
塞
通
人
姻
。

　
　
ム
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

西
当
太
白
有
鳥
道
、
可
以
横
絶
峨
眉
顧
。

地
崩
山
催
壮
士
死
、
然
後
天
梯
石
桟
相
鈎
連
。

上
有
⊥
ハ
龍
回
日
之
高
標
、
下
有
衝
波
逆
折
之
回
川
。

黄
鶴
之
飛
尚
不
得
過
、
猿
揉
欲
度
愁
蓼
援
。

　
　
ム

青
泥
何
盤
盤
、
百
歩
九
折
紫
巌
轡
。

椚
参
歴
井
仰
脅
息
、
以
手
撫
膚
坐
長
嘆
。

問
君
西
遊
何
時
還
、
畏
途
嶋
巌
不
可
肇
。

但
見
飛
鳥
号
古
木
、
雄
飛
雌
従
続
林
間
。

又
聞
子
帰
蹄
夜
月
愁
空
山
。

ヘ
　
　
へ

蜀
道
之
難
、
難
於
上
青
天
、
使
人
聴
此
凋
朱
顔
。

連
峰
去
天
不
盈
尺
、
枯
松
倒
桂
椅
絶
壁
。

飛
滞
濠
流
争
喧
厄
、
詠
崖
転
石
万
墾
雷
。

其
険
也
若
此
、
嵯
爾
遠
道
之
人
胡
為
乎
来
哉
。

ヘ
　
　
　
へ

剣
閣
峰
燦
而
崔
蒐
。

一
夫
当
関
、
万
夫
莫
開
。
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所
守
或
匪
親
、
化
為
狼
与
射
。

朝
避
猛
虎
、
夕
避
長
蛇
。

磨
牙
眈
血
、
殺
人
如
麻
。

ヘ
　
　
へ

錦
城
難
云
楽
、
不
如
早
還
家
。

ヘ
　
　
へ

蜀
道
之
難
、
難
於
上
青
天
、
側
身
西
望
長
沓
嵯
。

　
こ
の
作
品
は
、
「
詩
跡
」
と
し
て
の
「
蜀
道
」
の
文
学
的
・
歴
史
的
イ
メ
ー
ジ
の
伝
統
の
集
大
成
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
そ

の
点
に
着
目
し
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
李
白
は
、
ま
ず
こ
の
地
の
歴
史
か
ら
説
き
起
こ
す
。
そ
の
場
合
、
秦
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
漢
化
す
る
以
前
の
、
古
代
蜀
国
（
い
わ
ゆ
る
「
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

蜀
国
」
）
か
ら
説
き
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
歴
史
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
揚
雄
「
蜀
王
本
紀
」
に
よ
れ
ば
、
蚕

そ
う叢

か
ら
開
明
ま
で
「
三
万
四
千
歳
」
と
あ
る
が
、
李
白
は
得
意
の
誇
張
表
現
に
よ
っ
て
「
四
万
八
千
歳
」
に
ま
で
引
き
伸
ば
し
て
い
る
。
蜀
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ょ
ふ

史
を
語
る
場
合
、
こ
の
蚕
叢
・
魚
見
ら
、
い
わ
ゆ
る
蜀
の
五
王
の
時
代
を
最
古
の
時
代
と
し
て
語
る
の
が
、
揚
雄
「
蜀
王
本
紀
」
や
常
璃
『
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

陽
国
志
』
等
の
記
述
か
ら
見
て
も
、
歴
史
書
・
地
志
類
の
常
套
と
判
断
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
李
白
が
、
詩
と
い
う
文
学

作
品
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
時
代
に
着
目
し
た
点
で
あ
る
。
蜀
を
歌
う
詩
歌
作
品
は
古
来
か
ら
多
く
あ
る
が
、
蚕
叢
・
魚
憂
に
触
れ
る
詩
は
、

李
白
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
り
、
む
ろ
ん
過
去
の
「
蜀
道
難
」
「
蜀
国
弦
」
と
い
っ
た
楽
府
作
品
の
諸
作
に
も
登
場
し
て
い
な
い
の
で

（
1
0
）

あ
る
。
あ
る
土
地
を
歌
う
場
合
、
そ
の
土
地
が
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
点
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
の
人
々
を
喜
ば

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
李
白
の
着
眼
の
鋭
さ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
古
代
蜀
国
の
故
事
と
し
て
は
、
こ
の
他
、
杜
宇
（
望
帝
）
と
子
帰
鳥

に
ま
つ
わ
る
伝
承
、
蜀
王
に
仕
え
る
五
丁
（
五
人
の
壮
士
）
と
そ
の
蜀
道
開
馨
を
め
ぐ
る
伝
承
な
ど
が
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
揚

雄
「
蜀
王
本
紀
」
・
常
璃
『
華
陽
国
志
』
・
邸
道
元
『
水
経
注
』
等
の
歴
史
書
・
地
志
の
類
に
も
記
載
さ
れ
、
ま
た
、
多
く
の
文
学
作
品
に
も
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ヘ
　
　
　
へ

頻
繁
に
登
場
す
る
。
そ
の
よ
う
な
著
名
な
故
事
も
、
李
白
は
詩
中
に
詠
み
込
む
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
「
又
聞
子
帰
蹄
夜
月
愁
空
山
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

あ
る
い
は
「
地
崩
山
捲
壮
士
死
、
然
後
天
梯
石
桟
相
鈎
連
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
極
め
て
巧
み
な
用
い
方
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

　
歴
史
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
地
の
何
よ
り
の
特
色
は
、
そ
の
険
し
さ
に
あ
ろ
う
。
そ
の
点
に
関
し
て
も
、
文
学
作
品
を
始
め
と
し
て
、

古
来
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
に
記
述
が
あ
る
。
前
掲
の
「
蜀
王
本
紀
」
『
華
陽
国
志
』
『
水
経
注
』
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
左
思
の
「
蜀
都
賦
」
、

張
載
の
「
剣
閣
銘
」
、
簡
文
帝
・
劉
孝
威
・
陰
鰹
・
張
文
球
の
「
蜀
道
難
」
と
い
っ
た
文
学
作
品
に
い
た
る
ま
で
、
蜀
道
が
天
険
の
要
害
で
あ

る
こ
と
は
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
ち
な
む
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
諸
葛
亮
の
桟
道
を
始
め
と
し
て
数
多
く
あ
る
。
著
名
な
例
と
し
て
は
、

『
漢
書
』
巻
七
六
「
王
尊
伝
」
の
故
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
王
陽
と
い
う
人
物
が
益
州
刺
史
と
し
て
赴
任
す
る
際
、
蜀
道
の
九
折
阪
（
坂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
至
っ
た
時
、
「
奉
先
人
遺
体
、
奈
何
数
乗
此
険
。
」
と
嘆
じ
て
、
引
き
返
し
て
し
ま
っ
た
が
、
後
、
王
尊
は
、
益
州
刺
史
と
し
て
こ
の
九
折
阪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
さ
し
か
か
っ
た
際
、
吏
に
「
此
非
王
陽
所
畏
道
邪
。
」
と
尋
ね
、
吏
が
そ
う
だ
と
答
え
る
と
、
御
者
を
叱
し
て
「
駆
之
。
王
陽
為
孝
子
、
王

尊
為
忠
臣
。
」
と
言
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
陰
鍾
の
「
蜀
道
難
」
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

　
李
白
の
「
蜀
道
難
」
は
、
こ
の
「
蜀
道
」
イ
コ
ー
ル
「
天
険
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
核
と
し
す
る
、
過
去
の
多
く
の
作
品
に
見
ら
れ
る
伝
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

的
イ
メ
ー
ジ
を
、
見
事
に
消
化
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
西
当
太
白
有
鳥
道
、
可
以
横
絶
峨
眉
顛
」
と
い
う
表
現
。
「
太
白

（
山
）
」
「
峨
眉
（
山
）
」
は
、
『
水
経
注
』
に
も
見
ら
れ
る
地
名
で
あ
る
が
、
李
白
は
、
四
川
盆
地
が
、
四
方
山
岳
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
強

調
す
る
に
当
た
っ
て
、
極
め
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
見
方
を
し
て
い
る
。
普
通
、
蜀
の
天
険
を
言
う
場
合
、
金
牛
駅
～
剣
閣
～
成
都
の
ル
ー
ト
、

即
ち
金
牛
道
中
心
に
語
ら
れ
る
の
が
常
套
で
あ
る
が
、
李
白
は
、
こ
の
規
模
を
は
る
か
に
拡
大
し
、
北
は
秦
嶺
山
脈
の
主
峰
・
太
白
山
、
南
は

成
都
よ
り
は
る
か
南
に
位
置
す
る
峨
眉
山
を
も
範
疇
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
雄
大
さ
を
誇
張
的
に
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
李
白
以

前
か
ら
名
高
い
「
詩
跡
」
で
あ
る
「
剣
閣
」
の
天
険
に
つ
い
て
は
、
左
思
「
蜀
都
賦
」
の
「
一
人
守
限
、
万
夫
莫
向
」
、
張
載
「
剣
閣
銘
」
の
二

人
荷
戟
、
万
夫
越
超
。
形
勝
之
地
、
匪
親
勿
居
L
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「
剣
閣
峰
喋
而
崔
蒐
。
一
夫
当
関
、
万
夫
莫
開
。
所
守
或
匪
親
、
化
為
狼

与
射
」
と
、
一
層
の
強
調
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
李
白
の
表
現
に
つ
い
て
、
一
つ
補
足
す
る
な
ら
ば
、
「
剣
閣
」
を
彼
が
「
関
」
と
称
し
て
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い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
李
白
以
前
に
お
い
て
、
「
剣
閣
」
を
「
関
」
と
す
る
文
献
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
厳
耕
望
『
唐
代
交
通
図
考
』

　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

巻
四
第
二
三
篇
「
金
牛
成
都
駅
道
」
は
、
「
剣
門
関
」
の
条
に
「
此
地
帯
難
久
以
険
要
名
、
但
似
未
置
関
。
『
惰
史
』
、
此
処
亦
無
関
官
。
『
唐
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
シ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

典
』
⊥
ハ
「
刑
部
司
門
郎
中
条
」
、
上
中
下
等
関
二
十
六
、
亦
無
此
関
名
。
然
杜
甫
「
剣
門
」
云
：
「
一
夫
怒
臨
関
、
百
万
未
可
傍
。
」
李
白
「
蜀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

道
難
」
：
「
剣
閣
婚
喋
而
崔
鬼
、
一
夫
当
関
万
夫
莫
開
。
」
則
天
宝
末
当
已
置
関
　
。
」
（
傍
点
寺
尾
）
と
述
べ
て
い
る
。
作
品
の
成
立
年
代
か

ら
言
え
ば
、
む
ろ
ん
李
白
の
「
蜀
道
難
」
は
、
杜
甫
の
「
剣
門
」
よ
り
早
い
。
厳
耕
望
『
唐
代
交
通
図
考
』
の
推
理
が
正
し
く
、
こ
こ
に
関
が

設
け
ら
れ
た
の
が
天
宝
以
降
だ
と
す
れ
ば
、
李
白
は
、
最
も
早
く
そ
の
情
報
を
天
下
に
紹
介
し
た
人
物
の
一
人
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ

が
彼
の
意
図
的
な
行
為
で
あ
る
か
否
か
は
別
に
し
て
も
、
李
白
は
旧
来
の
「
詩
跡
」
に
新
た
な
一
頁
を
加
え
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
他
、
李
白
が
「
蜀
道
」
の
伝
統
を
、
継
承
発
展
さ
せ
て
い
る
点
を
挙
げ
て
み
る
と
、
「
不
与
秦
塞
通
人
姻
」
と
い
う
表
現
は
、
「
秦
」
地

（
あ
る
い
は
中
原
）
と
の
関
係
で
「
蜀
」
「
蜀
道
」
を
捉
え
る
と
い
う
、
古
代
蜀
国
と
秦
国
と
の
対
立
以
来
の
伝
統
的
な
通
概
念
を
踏
襲
し
、

「
天
梯
石
桟
」
は
諸
葛
亮
等
の
蜀
の
桟
道
を
踏
ま
え
、
「
上
有
六
龍
回
日
之
高
標
」
は
、
左
思
「
蜀
都
賦
」
の
「
義
和
仮
道
於
峻
岐
、
陽
烏
回

翼
乎
高
標
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
青
泥
（
嶺
）
」
も
、
す
で
に
『
水
経
注
』
巻
二
七
に
「
青
泥
西
山
」
と
見
え
、
『
事
類
賦
注
』
巻
七

所
引
・
郡
国
志
』
に
・
興
州
青
泥
嶺
上
多
雲
雨
屡
成
泥
匙
」
と
あ
る
・
た
だ
・
詩
に
関
し
て
は
・
李
白
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
登
場
せ
ず

彼
以
後
、
杜
甫
、
元
積
、
李
嘉
佑
等
、
用
例
は
増
え
て
い
く
。
あ
る
い
は
、
李
白
の
こ
の
「
蜀
道
難
」
の
名
声
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
「
詩
跡
」

化
さ
れ
て
い
っ
た
地
名
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
「
百
歩
九
折
榮
巌
轡
」
の
「
九
折
」
は
、
こ
こ
で
は
む
ろ
ん
地
名
で
は
な
い
が
、

前
述
の
『
漢
書
』
「
王
尊
伝
」
の
「
九
折
阪
（
坂
）
」
が
、
さ
り
げ
な
く
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
「
九
折
阪
（
坂
）
」

「
九
折
路
」
は
、
劉
孝
威
「
蜀
道
難
」
、
盧
思
道
「
蜀
国
弦
」
、
陰
鍾
「
蜀
道
難
」
等
に
も
見
え
、
蜀
道
中
、
最
も
人
気
の
高
い
「
詩
跡
」
の
一

つ
で
も
あ
る
。
ま
た
、
「
椚
参
歴
井
仰
脅
息
」
は
、
「
参
」
1
1
「
蜀
」
、
「
井
」
1
1
「
秦
」
と
い
う
星
座
の
分
野
説
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
知
識
を
有
せ
ず
と
も
読
め
る
と
い
う
意
味
で
は
、
極
め
て
巧
み
な
表
現
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
李
白
の
「
蜀
道
難
」
の
地
名
や
典
故
の
用
い
方
の
傾
向
を
総
じ
て
言
う
な
ら
ば
、
仮
に
そ
の
知
識
が
読
者
に
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
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の
ま
ま
読
み
通
し
て
し
ま
え
る
ほ
ど
、
そ
れ
ら
の
用
い
方
が
自
然
で
あ
り
、
作
品
に
溶
け
込
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

で
に
挙
げ
た
子
帰
鳥
伝
説
を
暗
示
す
る
「
又
聞
子
帰
暗
夜
月
愁
空
山
」
と
い
っ
た
表
現
、
「
地
崩
山
催
壮
士
死
、
然
後
天
梯
石
桟
相
鈎
連
」
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

た
五
丁
説
話
の
描
き
方
、
ま
た
、
「
百
歩
九
折
榮
巌
轡
」
「
上
有
六
龍
回
日
之
高
標
」
と
い
っ
た
、
九
折
坂
故
事
や
左
思
「
蜀
都
賦
」
の
表
現
を

踏
ま
え
た
表
現
等
々
、
い
ず
れ
も
過
去
の
蜀
関
係
の
文
献
や
伝
統
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し
つ
つ
、
な
お
か
つ
「
用
典
不
着
痕
　
、
自
然
流
暢
」

（
周
勲
初
主
編
『
唐
詩
大
辞
典
』
〔
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
〕
「
蜀
道
難
」
の
項
の
郁
賢
皓
の
評
）
と
い
っ
た
印
象
を
読
者
に
与
え
る
。

こ
の
よ
う
に
多
数
の
伝
統
的
地
名
・
故
事
を
用
い
な
が
ら
、
読
者
に
そ
の
煩
雑
さ
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
さ
せ
な
い
の
は
、
彼
の
詩
人
と
し
て
の
力

量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
文
献
・
伝
統
の
消
化
能
力
の
高
さ
、
「
詩
跡
」
論
に
即
し
て
言
う
な
ら
ば
、
土
地
描
写
と
い
う
も
の
に
対
す
る

適
応
性
の
高
さ
、
熟
練
度
の
高
さ
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
1
3
）

　
こ
の
李
白
の
「
蜀
道
難
」
は
、
周
知
の
如
く
、
す
で
に
唐
代
か
ら
彼
の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
広
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
同
時

に
、
彼
に
よ
っ
て
「
蜀
道
」
の
名
声
も
、
唐
代
以
降
、
一
層
高
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
「
蜀
道
」
と
言
え
ば
、
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
李
白
の
「
蜀
道
難
」
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
賛
美
さ
れ
る
。
李
光
偉
選
注
『
剣
門
詩
歌
選
注
』
も
「
歴
代
詩
人
以
「
蜀
道

難
」
為
題
的
詩
和
詠
嘆
蜀
道
之
難
的
詩
、
挙
不
勝
挙
、
而
以
李
白
「
蜀
道
難
」
影
響
最
大
。
L
と
指
摘
し
て
い
る
。
李
白
「
蜀
道
難
」
が
愛
唱

さ
れ
る
理
由
は
、
「
蜀
道
之
難
、
難
於
上
青
天
」
を
始
め
と
す
る
、
数
々
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
富
む
雄
大
な
誇
張
表
現
、
奇
抜
な
発
想
法
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
李
白
が
、
こ
の
作
品
を
通
し
て
、
「
詩
跡
」
と
し
て
の
「
蜀
道
」
の
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
総
合
的
に
集
約
し
て
、
更
に
発
展

さ
せ
た
点
に
、
そ
の
大
き
な
要
因
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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四
、
成
都
讃
歌
と
し
て
の
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
、
十
首
」

「
蜀
道
難
」
に
続
い
て
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
、
十
首
」
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。



　
　
上
皇
西
巡
南
京
歌
、
其
一

　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

胡
塵
軽
払
建
章
台
、
聖
主
西
巡
蜀
道
来
。

ヘ
　
　
　
シ

剣
壁
門
高
五
千
尺
、
石
為
楼
閣
九
天
開
。

　
　
其
ニ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

九
天
開
出
一
成
都
、

草
樹
雲
山
如
錦
繍
、

万
戸
千
門
入
画
図
。

ム
　
ム

秦
川
得
及
此
間
無
。

　
　
其
三

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
ム

華
陽
陽
春
似
新
豊
、

　
　
　
　
ム
　
ム

柳
色
未
饒
秦
地
緑
、

行
入
新
都
若
旧
宮
。

　
　
　
　
ム
　
ム

花
光
不
減
上
陽
紅
。
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其
四

誰
道
君
王
行
路
難
、

　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
ム

地
転
錦
江
成
清
水
、

六
龍
西
幸
万
人
歓
。

　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ム
　
ム

天
回
玉
塁
作
長
安
。

　
　
其
五

万
国
同
風
共
一
時
、

ヘ
　
　
　
へ

石
鏡
更
明
天
上
月
、

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ム
　
ム
　
ム

錦
江
何
謝
曲
江
池
。

後
宮
親
得
照
蛾
眉
。



　
　
其
六

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

濯
錦
清
江
万
里
流
、

　
　
　
　
ム
　
ム
　
　

北
地
難
誇
上
林
苑
、

　
　
　
　
　
ム
　
　

雲
帆
龍
胴
下
揚
州
。

も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

南
京
還
有
散
花
楼
。

　
　
其
七

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

錦
水
東
流
続
錦
城
、

四
海
此
中
朝
聖
主
、

ヘ
　
　
　
へ

星
橋
北
桂
象
天
星
。

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

峨
眉
山
上
列
仙
庭
。

　
　
其
八

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

秦
開
蜀
道
置
金
牛
、

天
子
一
行
遺
聖
跡
、

ム
　
ム

漢
水
元
通
星
漢
流
。

ヘ
　
　
シ

錦
城
長
作
帝
王
州
。
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其
九

水
湶
天
青
不
起
塵
、

万
国
姻
花
随
玉
輩
、

　
　
　
　
　
ム
　
　

風
光
和
暖
勝
三
秦
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
シ

西
来
添
作
錦
江
春
。

　
　
其
十

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

剣
閣
重
関
蜀
北
門
、

　
　
ム
　
ム

少
帝
長
安
開
紫
極
、

上
皇
帰
馬
若
雲
屯
。

双
懸
日
月
照
乾
坤
。



　
天
宝
十
五
載
（
七
五
六
年
）
六
月
、
玄
宗
皇
帝
は
、
安
禄
山
軍
の
進
攻
に
よ
っ
て
、
長
安
を
脱
出
し
、
七
月
に
至
っ
て
成
都
（
蜀
郡
）
に
到

着
し
た
。
以
後
、
位
を
継
い
だ
粛
宗
の
長
安
奪
回
に
応
じ
て
、
至
徳
二
載
（
七
五
七
年
）
十
二
月
四
日
、
再
び
長
安
に
帰
還
す
る
ま
で
の
凡
そ

十
五
ヵ
月
間
、
玄
宗
は
都
を
留
守
に
し
て
、
成
都
を
拠
点
に
反
乱
を
回
避
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
詩
題
の
「
上
皇
西
巡
」
と
は
、
こ
の
史
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
言
う
。
ま
た
、
「
南
京
」
と
は
、
玄
宗
長
安
帰
還
の
直
後
、
十
二
月
十
五
日
、
「
蜀
郡
（
成
都
）
を
以
て
南
京
と
為
し
、
鳳
翔
郡
を
西
京
と
為

し
、
西
京
（
長
安
）
を
中
京
と
為
す
」
（
『
新
唐
書
』
「
粛
宗
本
紀
」
）
と
の
勅
が
下
り
、
成
都
が
「
南
京
」
と
称
さ
れ
、
府
に
昇
格
し
た
こ
と
を

指
す
。
ち
な
み
に
三
年
後
の
上
元
元
年
（
七
⊥
ハ
○
年
）
に
は
、
「
京
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
取
り
消
さ
れ
て
い
る
。
『
新
唐
書
』
「
地
理
志
」
に
「
成

都
府
蜀
郡
…
至
徳
二
載
日
南
京
、
為
府
、
上
元
元
年
罷
京
。
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
李
白
の
こ
の
連
作
は
、
詩
題
・
詩
中
（
「
其
⊥
ハ
」
）
に
「
南
京
」

と
あ
り
、
ま
た
「
其
十
」
に
も
玄
宗
の
長
安
帰
還
を
暗
示
す
る
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
至
徳
二
載
十
二
月
か
ら
上
元
元

年
に
至
る
ま
で
の
凡
そ
三
年
の
間
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
、
ほ
ぼ
確
定
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
王
埼
、
魯
鎮
、
安
旗
等
、
多
く
の
李
白

年
譜
が
、
至
徳
二
載
の
作
と
限
定
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
決
定
的
な
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
連
作
を
通
観
し
て
、
ま
ず
気
付
く
こ
と
は
、
そ
の
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
地
名
の
多
さ
で
あ
る
。
蜀
関
係
だ
け
で
も
、
「
蜀
道
」
（
二
例
）

「
剣
壁
（
「
剣
閣
」
を
指
す
）
」
「
成
都
」
「
華
陽
（
『
宋
本
』
は
「
徳
陽
」
に
作
る
）
」
「
錦
江
」
（
三
例
）
「
玉
塁
」
「
石
鏡
」
「
南
京
」
「
散
花
楼
」

「
錦
水
」
「
錦
城
」
（
二
例
）
「
星
橋
」
「
峨
眉
山
」
「
剣
閣
」
「
蜀
」
等
、
合
計
十
九
例
、
さ
ら
に
「
濯
錦
清
江
」
「
金
牛
」
と
い
っ
た
表
現
や
語

彙
も
、
錦
江
．
金
牛
道
と
い
う
地
名
を
意
識
し
た
も
の
と
し
て
加
え
る
な
ら
ば
二
十
一
例
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
長
安
・
秦
地
に
関
す
る

も
の
で
は
、
「
建
章
台
」
「
秦
川
」
「
新
豊
」
「
秦
地
」
「
潤
水
」
「
長
安
」
（
二
例
）
「
曲
江
池
」
「
上
林
苑
」
「
三
秦
」
と
、
合
計
十
例
。
そ
の
他
の

地
名
と
し
て
は
「
揚
州
」
「
漢
水
」
、
及
び
洛
陽
の
「
上
陽
（
宮
）
」
（
た
だ
し
『
宋
本
』
は
「
上
林
」
に
作
る
）
の
三
例
。
短
詩
型
た
る
七
言
絶

句
の
わ
ず
か
十
首
中
に
、
総
計
三
十
四
例
、
一
首
あ
た
り
の
平
均
で
言
う
な
ら
ば
、
凡
そ
三
個
か
ら
四
個
も
の
地
名
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
瞠
目
す
べ
き
事
実
に
つ
い
て
、
過
去
、
ほ
と
ん
ど
何
ら
議
論
も
な
さ
れ
て
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
李
白
研
究
に
お
け

る
重
大
な
欠
落
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
詩
跡
」
論
に
立
つ
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
「
詩
跡
」
の
詩
人
た
る
李
白
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
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作
品
と
し
て
、
再
検
討
を
要
す
る
重
要
な
作
品
群
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
過
去
に
お
い
て
、
こ
の
作
品
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
玄
宗
の
長
安
出
奔
と
い
う
、
唐
王
朝
に
と
っ
て
屈
辱

的
な
史
実
に
関
わ
る
作
品
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
過
去
の
論
者
も
、
こ
の
作
品
の
評
価
に
関
し
て
は
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
亡
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

危
機
を
招
い
た
玄
宗
の
失
策
に
対
す
る
李
白
の
姿
勢
・
態
度
に
関
心
が
集
中
し
て
い
る
。
現
代
の
蒔
天
緯
氏
の
一
連
の
研
究
に
詳
細
は
譲
る
が
、

翁
方
綱
『
石
洲
詩
話
』
の
如
く
「
西
巡
之
歌
、
殊
与
風
雅
之
旨
不
類
。
安
史
之
乱
、
山
豆
得
云
軽
払
辺
塵
。
」
と
手
厳
し
く
批
判
す
る
も
の
か
ら
、

粛
士
賛
の
如
く
「
成
事
不
説
、
遂
事
不
諌
」
の
原
則
を
持
ち
出
し
弁
護
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
唐
汝
詞
『
唐
詩
解
』
の
如
く
「
太
白
難
為
尊
者

謹
、
然
亡
国
之
恥
正
在
言
表
。
」
と
言
い
、
一
見
玄
宗
を
賛
美
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
は
、
そ
の
賛
美
こ
そ
が
諏
刺
と
な
っ
て
い
る
（
張
才

良
主
編
『
李
白
詩
四
百
首
』
所
収
の
酵
天
緯
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
十
首
」
の
解
説
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
反
調
正
唱
的
調
刺
手
法
」
）
と
い
っ

た
方
向
で
解
釈
す
る
も
の
等
々
が
、
そ
の
例
で
あ
る
。
李
白
を
批
判
す
る
に
せ
よ
弁
護
す
る
に
せ
よ
、
玄
宗
と
安
史
の
乱
を
離
れ
て
の
議
論
は
、

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
む
ろ
ん
、
こ
の
作
品
は
、
玄
宗
の
成
都
巡
行
と
い
う
史
実
に
取
材
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
に
は
ま
ち
が
い
な
い
。
十
首
全
体
の
構
成
を
見
て

も
、
玄
宗
西
巡
の
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
が
語
ら
れ
て
い
る
。
第
一
首
目
は
そ
の
往
路
と
な
っ
た
蜀
道
の
剣
閣
の
通
過
、
第
二
首
目
は
成
都

入
城
、
最
後
の
第
十
首
目
は
成
都
か
ら
の
帰
還
、
と
い
う
よ
う
に
、
テ
ー
マ
的
に
連
作
と
し
て
の
一
貫
性
・
統
一
性
が
保
た
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
李
白
が
な
に
ゆ
え
こ
の
連
作
を
制
作
し
た
の
か
と
い
う
、
制
作
動
機
の
問
題
を
考
え
た
場
合
、
果
た
し
て
玄
宗
が
彼
の
関
心
の
中
核
で
あ
っ

た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。
玄
宗
讃
歌
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
に
ゆ
え
本
来
最
も
祝
う
べ
き
、
唐
朝
軍
の
勝
利
と

そ
れ
に
継
ぐ
長
安
帰
還
を
中
心
に
据
え
な
か
っ
た
の
か
（
第
十
首
目
に
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
の
み
）
、
と
い
う
疑
問
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ

の
連
作
の
個
々
の
作
品
を
見
て
み
た
場
合
、
「
其
二
」
「
其
三
」
「
其
四
」
「
其
五
」
「
其
六
」
「
其
九
」
等
、
全
体
の
半
数
以
上
（
⊥
ハ
首
）
を
占
め

る
作
品
に
お
い
て
、
他
の
地
（
特
に
長
安
地
区
）
と
の
比
較
を
通
じ
て
の
成
都
（
及
び
蜀
地
）
の
賛
美
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
事

実
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
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倒
え
ば
、
「
其
二
」
は
「
草
樹
雲
山
錦
繍
の
如
し
、
秦
川
此
の
間
に
及
び
得
る
や
無
や
」
と
、
成
都
の
自
然
（
「
草
樹
雲
山
」
）
の
美
し
さ
が

秦
川
（
長
安
地
区
）
の
そ
れ
に
勝
る
こ
と
を
歌
う
。
「
其
三
」
は
「
華
陽
の
陽
春
新
豊
に
似
た
り
、
行
き
て
新
都
に
入
ら
ば
旧
宮
の
若
し
。
柳

色
未
だ
秦
地
の
緑
よ
り
饒
か
ら
ざ
る
も
、
花
光
は
上
陽
の
紅
に
減
ぜ
ず
」
と
、
一
首
全
体
が
、
蜀
地
（
「
華
陽
」
「
新
都
」
）
と
秦
地
・
洛
陽
（
「
新

豊
」
「
旧
宮
」
「
秦
地
」
「
上
陽
」
）
と
の
比
較
に
費
や
さ
れ
、
や
は
り
蜀
地
の
優
秀
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
「
其
四
」
は
「
地
は
錦
江
を
転
じ

て
清
水
と
成
し
、
天
は
玉
塁
を
回
ら
し
て
長
安
と
作
す
」
と
、
「
錦
江
」
「
玉
塁
（
山
）
」
が
秦
地
の
「
滑
水
」
「
長
安
」
に
比
擬
さ
れ
て
い
る
。

「
其
五
」
は
「
錦
江
何
ぞ
謝
せ
ん
曲
江
池
」
と
、
「
錦
江
」
が
長
安
城
最
大
の
遊
覧
地
で
あ
る
「
曲
江
池
」
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
こ
と
を
歌
う
。

「
其
六
」
は
「
北
地
上
林
苑
を
誇
る
と
難
も
、
南
京
・
。
速
た
有
り
散
花
楼
」
と
、
成
都
の
散
花
楼
が
か
つ
て
の
漢
の
御
苑
で
あ
っ
た
「
上
林
苑
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ

に
匹
敵
す
る
と
歌
う
。
「
其
九
」
も
「
水
湶
天
青
く
塵
を
起
さ
ず
、
風
光
和
暖
に
し
て
三
秦
に
勝
る
」
と
、
蜀
地
の
山
水
の
清
ら
か
さ
、
気
候

の
温
暖
さ
が
、
秦
地
の
そ
れ
に
優
る
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
拙
論
「
李
白
に
お
け
る
越
地
方
の
意
義
～
李
白
の
美
意
識
の
源
流
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
李
白
に
は
、
あ

る
土
地
を
賛
美
す
る
場
合
、
他
の
地
（
著
名
な
地
や
李
白
が
自
認
す
る
優
れ
た
地
）
を
引
き
合
い
に
出
し
、
そ
れ
と
の
比
較
を
通
じ
て
賛
美
す

る
、
と
い
っ
た
手
法
上
の
一
連
の
傾
向
が
あ
る
（
山
水
美
に
関
し
て
は
と
り
わ
け
越
地
方
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
）
。
李
白
は
こ
の
手
法
を
、

「
上
皇
西
巡
南
京
歌
」
に
お
い
て
は
、
成
都
及
び
蜀
地
に
応
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
連
作
に
お
け
る
李
白
の
成
都
及
び
蜀
地
の
賛
美
は
極
端
に
ま
で
徹
底
し
て
い
る
。
「
其
二
」
「
其
三
」
「
其
四
」
「
其
五
」
「
其
六
」
「
其
九
」

等
の
よ
う
に
、
他
の
地
（
特
に
秦
地
）
を
引
き
合
い
に
出
し
て
賛
美
す
る
ほ
か
、
「
其
一
」
は
「
剣
壁
門
高
き
こ
と
五
千
尺
、
石
は
楼
閣
を
為

し
九
天
に
開
く
」
と
い
う
よ
う
に
、
李
白
得
意
の
誇
張
表
現
に
よ
っ
て
剣
閣
を
讃
え
、
「
其
七
」
は
「
（
七
）
星
橋
」
「
峨
眉
山
」
を
登
場
さ
せ

て
い
る
。
特
に
「
峨
眉
山
」
は
、
史
実
に
よ
る
限
り
玄
宗
は
訪
れ
て
は
い
な
い
。
蜀
地
を
代
表
と
す
る
名
勝
と
い
う
理
由
か
ら
、
あ
え
て
登
場

さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
白
居
易
も
「
長
恨
歌
」
に
お
い
て
「
峨
媚
山
下
少
人
行
」
と
、
峨
眉
山
を
登
場
さ
せ
て
い
る
が
、
あ
る
い
は

李
白
の
こ
の
作
品
を
踏
ま
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
「
其
八
」
に
お
い
て
は
「
錦
城
長
く
帝
王
の
州
と
作
る
」
と
ま
で
、
成
都
の
南
京
昇
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格
を
賛
美
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
詩
は
、
玄
宗
に
対
す
る
李
白
の
態
度
に
関
す
る
殿
誉
褒
既
や
詩
の
深
層
部
分
に
お
け
る
調
諌
性
の
有
無
と
い
っ
た
議

論
を
別
に
し
て
、
表
現
さ
れ
て
い
る
内
容
を
そ
の
ま
ま
た
ど
っ
て
読
ん
で
い
く
限
り
、
ま
さ
し
く
成
都
讃
歌
の
詩
で
あ
り
、
蜀
地
讃
歌
の
詩
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
玄
宗
が
訪
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
箔
が
付
き
、
な
お
か
つ
、
都
の
一
つ
に
ま
で
昇
格
さ
れ
た
こ
と
を
、

「
六
龍
西
幸
し
て
万
人
歓
ぶ
」
（
「
其
四
」
）
と
歌
う
よ
う
に
、
成
都
の
民
衆
と
と
も
に
喜
び
を
以
て
祝
福
し
て
い
る
詩
と
し
て
読
ん
で
も
、
何

ら
矛
盾
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
主
役
は
玄
宗
で
な
く
、
成
都
あ
る
い
は
蜀
地
で
あ
る
と
さ
え
考
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
班
固
「
両

都
賦
」
、
左
思
「
三
都
賦
」
以
来
の
、
「
土
地
自
慢
」
「
お
国
自
慢
」
の
文
学
の
伝
統
が
、
こ
の
作
品
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
い
。
こ

の
連
作
は
、
あ
る
い
は
、
李
白
を
含
め
て
蜀
の
地
を
愛
す
る
読
者
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仮
に
玄
宗
を
読
者
と
し
て

想
定
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
成
都
及
び
蜀
地
を
一
層
著
名
な
も
の
と
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
謝
辞
と
し
て
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
（
む
ろ
ん
、
こ
の
連
作
は
、
蜀
に
縁
の
薄
い
読
者
に
対
し
て
も
、
十
分
に
蜀
地
の
紹
介
・
宣
伝
と
し
て
の
役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
）
。

　
「
土
地
を
謳
歌
・
賛
美
し
た
い
と
い
う
欲
求
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
、
十
首
」
は
、
前
述
の
「
蜀
道
難
」
と

同
根
の
パ
ト
ス
を
有
し
て
い
る
作
品
群
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
再
評
価
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
連
作
は
、
ま
さ
し
く
ト
ポ
フ
ィ
リ
ア

（
土
地
愛
着
）
の
文
学
で
あ
り
、
「
詩
跡
」
生
成
を
得
意
と
す
る
李
白
な
ら
で
は
の
作
品
群
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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五
、
峨
眉
山
の
「
詩
跡
」
化
～
一
一
つ
の
「
峨
眉
山
月
歌
」
を
め
ぐ
っ
て

ま
ず
李
白
の
峨
眉
山
を
主
題
と
す
る
作
品
を
三
首
挙
げ
て
み
る
。



　
　
登
峨
眉
山

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

蜀
国
多
仙
山
、
峨
眉
遡
難
匹
。

周
流
試
登
覧
、
絶
怪
安
可
悉
。

青
冥
椅
天
開
、
彩
錯
疑
画
出
。

冷
然
紫
霞
賞
、
果
得
錦
嚢
術
。

雲
間
吟
瑳
篇
、
石
上
弄
宝
充
必
。

平
生
有
微
尚
、
歓
笑
自
此
畢
。

姻
容
如
在
顔
、
塵
累
忽
相
失
。

億
逢
騎
羊
子
、
携
手
凌
白
日
。

　
　
峨
眉
山
月
歌

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

峨
眉
山
月
半
輪
秋
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

夜
発
清
渓
向
三
峡
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

影
入
平
莞
江
水
流
。

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

思
君
不
見
下
楡
州
。
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峨
眉
山
月
歌
送
蜀
僧
曇
入
中
京

　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

我
在
巴
東
三
峡
時
、
西
看
明
月
憶
峨
眉
。

　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ム
　
ム

月
出
峨
眉
照
槍
海
、
与
人
万
里
長
相
随
。

ム
　
ム
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

黄
鶴
楼
前
月
華
白
、
此
中
忽
見
峨
眉
客
。

ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　

峨
眉
山
月
還
送
君
、
風
吹
西
到
長
安
阻
。



ム
　
ム

長
安
大
道
横
九
天
、

黄
金
師
子
乗
高
座
、

　
　
　
　
　
　
　
ム

我
似
浮
雲
滞
呉
越
、

　
　
　
　
　
ム
　
　

一
振
高
名
満
帝
都
、

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ム
　
　

峨
眉
山
月
照
秦
川
。

白
玉
塵
尾
談
重
玄
。

　
　
　
　
　
　
　
　

君
逢
聖
主
遊
丹
閲
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

帰
時
・
。
遍
弄
峨
眉
月
。

　
す
で
に
第
二
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
峨
眉
山
は
李
白
の
現
存
作
品
中
、
総
計
十
三
首
も
の
作
品
に
登
場
し
て
い
る
。
李
白
以
前
に
、
こ
れ

ほ
ど
多
く
峨
眉
山
を
詩
に
詠
み
込
ん
だ
詩
人
は
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
上
掲
の
「
登
峨
眉
山
」
「
峨
眉
山
月
歌
」
「
峨
眉
山
月
歌
送
蜀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

僧
曇
入
中
京
」
の
よ
う
に
、
峨
眉
山
を
詩
題
に
打
ち
出
し
、
一
首
全
体
の
主
題
・
主
役
と
し
た
作
品
も
、
現
存
作
品
を
見
る
限
り
、
李
白
以
前

に
は
存
在
し
な
い
。
後
世
の
評
価
と
い
う
意
味
で
も
、
例
え
ば
「
峨
眉
山
月
歌
」
な
ど
は
、
李
白
詩
中
は
言
う
に
及
ぼ
ず
、
唐
代
を
代
表
す
る

絶
句
と
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
極
め
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
「
登
峨
眉
山
」
冒
頭
の
「
蜀
国
仙
山
多
し
と
い
へ
ど
、
峨
眉
逸
と

し
て
匹
し
難
し
」
な
ど
は
、
現
在
で
も
峨
眉
山
関
係
の
案
内
書
等
に
は
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
引
か
れ
て
い
る
文
句
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

質
量
い
ず
れ
の
面
か
ら
見
て
も
、
彼
が
峨
眉
山
の
「
詩
跡
」
化
に
最
も
貢
献
し
た
詩
人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。

　
確
か
に
峨
眉
山
は
、
李
白
以
前
か
ら
も
蜀
中
の
名
山
と
し
て
、
か
な
り
名
の
知
ら
れ
た
山
岳
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
・
劉
向
『
列
仙

伝
』
「
葛
由
」
（
周
の
成
王
の
頃
、
木
羊
造
り
の
名
人
で
あ
る
莞
の
葛
由
が
羊
に
騎
し
峨
眉
山
南
西
の
緩
山
に
去
っ
て
い
っ
た
と
い
う
伝
説
）
、

左
思
「
蜀
都
賦
」
、
常
璃
『
華
陽
国
志
』
、
邸
道
元
『
水
経
注
』
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
唐
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
太
宗
皇
帝
の
「
秋
日
、
其
二
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（『

S
唐
詩
』
巻
一
）
に
「
・
。
遍
似
成
都
望
、
直
見
峨
眉
前
」
と
い
っ
た
用
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
李
白
以
前
に
最
も
峨
眉
山
の
用
例
の
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

詩
人
と
し
て
は
、
蜀
出
身
の
陳
子
昂
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
感
遇
詩
、
其
三
十
三
」
に
「
飛
飛
騎
羊
子
、
胡
乃
在
峨
眉
」
、
「
同
、
其
三
十
⊥
ハ
」
に
「
浩

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

然
坐
何
慕
、
吾
蜀
有
峨
眉
」
、
「
同
曹
参
軍
之
問
趙
六
贈
盧
陳
二
子
之
作
」
に
「
始
憶
携
手
期
、
雲
台
与
峨
眉
」
、
「
登
葡
丘
楼
送
買
兵
曹
入
都
」

　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
「
峨
眉
杏
如
夢
、
仙
子
易
由
尋
」
（
以
上
『
全
唐
詩
』
巻
八
三
）
、
「
贈
別
翼
侍
御
崔
司
議
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
四
）
に
「
白
雲
峨
昼
上
、
歳
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ヘ
　
　
へ

晩
来
相
尋
L
と
あ
り
、
す
べ
て
五
首
の
作
品
に
登
場
し
て
い
る
。
し
か
も
「
飛
飛
騎
羊
子
、
胡
乃
在
峨
眉
」
、
「
始
憶
携
手
期
」
の
よ
う
に
、
李

白
が
「
登
峨
眉
山
」
末
尾
二
句
（
「
償
逢
騎
羊
子
、
携
手
凌
白
日
」
）
に
お
い
て
真
似
た
も
の
と
思
わ
れ
る
表
現
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、

峨
眉
山
の
「
詩
跡
」
化
に
お
い
て
、
陳
子
昂
の
存
在
も
極
め
て
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
李
白
の
よ
う
に
峨
眉
山
を
詩
題
と

し
、
主
役
と
す
る
よ
う
な
作
品
は
現
存
し
て
い
な
い
。
何
よ
り
、
後
世
へ
の
影
響
と
い
う
意
味
で
は
、
「
峨
眉
山
月
歌
」
等
の
作
品
に
は
遠
く

及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
李
白
の
峨
眉
山
へ
の
愛
着
と
い
う
意
味
で
、
興
味
を
引
く
こ
と
と
言
え
ば
、
彼
が
こ
の
山
を
し
ば
し
ば
故
郷
の
代
名
詞
と
し
て
、
あ
る
い
は

最
終
的
に
帰
隠
す
べ
き
と
こ
ろ
と
し
て
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
「
代
寿
山
答
孟
少
府
移
文
書
」
は
、
安
陸
時
代
の
李
白
が
、
孟
少
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
い
う
人
物
に
対
し
て
、
寿
山
に
代
わ
る
と
い
う
形
で
自
己
紹
介
を
し
た
文
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
自
ら
「
近
者
、
逸
人
李
白
、
自
峨
眉
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

来
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
詩
に
お
い
て
も
「
我
在
巴
東
三
峡
時
、
西
看
明
月
憶
峨
眉
」
（
「
峨
眉
山
月
歌
送
蜀
僧
曇
入
中
京
」
）
、
「
知
恋
峨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

跡
卦
、
弄
景
偶
騎
羊
」
（
「
留
別
曹
南
群
官
之
江
南
」
）
、
「
爾
去
之
羅
浮
、
我
還
憩
峨
眉
」
（
「
江
西
送
友
人
之
羅
浮
」
）
な
ど
が
そ
の
例
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。
李
白
の
蜀
中
に
お
け
る
故
居
が
綿
州
（
昌
明
県
清
廉
郷
）
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
日
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
存
作
品
を

見
る
限
り
、
李
白
自
身
の
三
口
葉
で
そ
れ
が
語
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
李
白
の
故
居
に
対
す
る
望
郷
意
識
の
希
薄
さ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
松
浦
友
久
著
「
李
白
に
お
け
る
蜀
中
生
活
」
（
前
掲
）
に
詳
細
な
考
察
が
あ
る
の
で
そ
れ
に
譲
る
が
、
少
な
く
と
も
李
白
が
峨
眉
山
に
対
し

て
は
、
特
殊
な
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
、
そ
の
用
例
数
の
多
さ
、
あ
る
い
は
以
上
の
よ
う
な
李
白
自
身
の
発
言
か
ら
推
測
し
て
み
て

も
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
峨
眉
山
愛
着
の
そ
も
そ
も
の
根
元
的
な
理
由
と
し
て
は
、
出
蜀
前
の
若
き
日
の
作
品
で
あ
る
「
登
峨
眉
山
」
の
内
容
か
ら
も
伺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
や
は
り
李
白
の
信
奉
す
る
道
教
的
な
「
仙
山
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
む
ろ
ん
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

教
の
聖
山
で
も
あ
る
が
、
李
白
は
仏
教
に
対
し
て
も
好
意
的
で
あ
る
。
峨
眉
山
関
係
の
詩
に
も
「
贈
僧
行
融
」
「
聴
蜀
僧
溶
弾
琴
」
等
し
ば
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

ば
蜀
僧
が
登
場
し
て
い
る
）
。
た
だ
、
宗
教
家
と
し
て
で
な
く
、
詩
人
と
し
て
の
李
白
と
い
う
側
面
で
考
え
た
場
合
、
若
き
日
の
「
峨
眉
山
月
歌
」
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の
成
功
が
、
彼
に
詩
人
と
し
て
の
自
信
を
与
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
応
じ
て
峨
眉
山
へ
の
愛
着
を
も
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
仮
定
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
峨
眉
山
月
歌
」
は
、
そ
こ
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
地
理
的
な
ル
ー
ト
を
李
白
が
実
際
に
た
ど
っ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
二
十
代
半
ば
の

出
蜀
の
際
以
外
に
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。
従
っ
て
、
今
日
ほ
と
ん
ど
全
て
の
李
白
年
譜
は
出
蜀
時
の
も
の
と
し

て
い
る
。
一
方
、
こ
の
作
品
の
受
容
史
を
考
え
た
場
合
、
李
白
在
世
中
（
あ
る
い
は
唐
代
全
般
）
に
お
い
て
ど
の
程
度
普
及
し
、
ど
の
よ
う
な

評
価
が
な
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
蘇
軟
が
「
峨
眉
山
月
半
輪
秋
、
影
入
平
莞
江
水
流
。
諦
仙
此
詩
誰
解
道
、
請
君
見
月

時
登
楼
」
（
「
送
張
嘉
州
」
、
『
蘇
軟
詩
集
』
巻
三
二
）
と
歌
い
、
ま
た
陸
游
が
「
峨
媚
月
入
平
莞
水
、
嘆
息
吾
行
俄
至
此
。
調
仙
一
去
五
百
年
、

至
今
酔
魂
呼
不
起
」
（
「
凌
雲
酔
帰
作
」
、
『
剣
南
詩
稿
』
巻
四
）
、
「
依
依
向
我
不
忍
別
、
誰
似
峨
媚
半
輪
月
。
月
窺
船
窓
桂
凄
冷
、
欲
到
楡
州
酒

初
醒
」
（
「
舟
中
対
月
」
、
同
、
巻
十
）
と
歌
う
な
ど
、
す
で
に
宋
代
で
は
広
く
人
口
に
膳
爽
し
て
い
た
作
品
で
あ
る
。
李
白
の
詩
名
の
高
さ
か

ら
考
え
て
、
す
で
に
在
世
中
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
で
あ
ろ
う
。
仮
に
知
ら
れ
て
い
た
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
李
白
自
身

に
と
っ
て
、
会
心
の
作
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
そ
の
こ
と
を
伺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
が
「
峨
眉
山
月
歌
送
蜀
僧
曇
入
中
京
」
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
詩
題
に
「
中
京
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
制
作
年
代
が
か
な
り
絞
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
長
安
が
「
中
京
」
と
称
さ
れ
た
の
は
、
前
節
に
も
触
れ
た
よ
う
に
至
徳
二
載
（
七
五
七
年
）

十
二
月
か
ら
で
、
ま
た
、
そ
れ
が
取
り
消
さ
れ
た
の
は
上
元
二
年
（
七
六
一
年
）
で
あ
り
、
そ
の
間
に
作
ら
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
「
峨
眉
山
月
歌
送
蜀
僧
曇
入
中
京
」
が
、
晩
年
の
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
即
ち
「
峨
眉
山
月
歌
」
か
ら
三
十
年
余

り
も
後
に
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
が
前
作
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
、
①
同
じ
く
「
峨
眉
山
」
と
「
月
」
が
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
②
冒
頭
の
「
我
巴
東
の
三
峡
に
在
り
し
時
、
西
の
か
た
明
月
を
看
て
峨
眉
を
憶
ふ
」
と
歌
い
、
あ
た
か
も
前
作
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
夜
清
渓
を
発
し
て
三
峡
に
向
ふ
、
君
を
思
へ
ど
見
え
ず
楡
州
に
下
る
」
に
続
く
続
編
的
な
タ
ッ
チ
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
③
作
詩
の
手
法

と
し
て
、
両
者
と
も
多
く
の
地
名
を
詠
み
込
ん
で
い
る
こ
と
1
等
々
の
理
由
か
ら
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
李
白
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は
三
十
年
の
歳
月
を
経
て
、
自
ら
の
作
品
を
い
わ
ば
「
典
故
」
と
し
た
作
品
を
も
う
一
首
制
作
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
李
白
自
身
の
前
作
に
対
す
る
愛
着
と
自
信
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
「
詩
跡
」
論
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
李
白
が
意
識
的
に
せ
よ
無

意
識
的
に
せ
よ
、
「
峨
眉
山
」
イ
コ
ー
ル
「
月
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
造
り
を
繰
り
返
し
行
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
峨
眉
山
独
自
の
イ
メ
ー
ジ

に
新
た
な
一
頁
を
加
え
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
そ
の
成
果
は
、
以
後
の
多
く
の
峨
眉
山
詩
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
後
世
、
峨
眉
山
と
三
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

え
ば
「
月
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
完
全
に
定
着
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
掲
の
蘇
軟
、
陸
游
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
陳
述
舟
『
峨
眉
山
詩
選
注
』

を
参
照
す
る
と
、
宋
の
挑
華
、
明
の
曹
学
佳
、
清
の
王
士
禎
な
ど
の
作
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
明
ら
か
に
李
白
の
「
峨
眉
山
月
歌
」

が
踏
ま
え
ら
れ
つ
つ
峨
眉
山
と
月
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
「
峨
眉
山
月
歌
」
や
「
峨
眉
山
月
歌
送
蜀
僧
曼
入
中
京
」
が
優
れ
た
作
品
と
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
地
名
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
読
者
に
そ
の
煩
雑
さ
を
感
じ
さ
せ
ず
、
逆
に
、
個
々
の
地
名
が
、
一
首
全
体
に
わ
た
る
流
れ
る
月
の
イ
メ
ー
ジ
に
連
動
せ
ら
れ
て
、

む
し
ろ
活
性
化
し
て
い
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
す
で
に
、
「
峨
眉
山
月
歌
」
に
つ
い
て
は
王
世
貞
『
芸
苑
危
言
』
（
巻
四
）
に
著
名
な

評
が
あ
る
。
「
此
是
太
白
佳
境
。
然
二
十
八
字
中
、
有
峨
眉
山
、
平
莞
江
、
清
渓
、
三
峡
、
楡
州
。
使
後
人
為
之
、
不
勝
痕
跡
　
。
益
見
此
老

鎗
錘
之
妙
。
」
と
。
こ
の
五
つ
の
土
地
が
、
月
を
見
つ
め
つ
つ
旅
す
る
詩
人
の
動
き
と
と
も
に
、
流
れ
る
よ
う
な
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
詠
み
込

ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
「
峨
眉
山
月
歌
送
蜀
僧
曇
入
中
京
」
も
、
厳
槍
浪
『
李
太
白
集
』
に
「
是
歌
須
看
其
主
伴
変
幻
。
題
立
峨

眉
作
主
、
而
以
巴
東
、
三
峡
、
槍
海
、
黄
鶴
楼
、
長
安
阻
与
秦
川
、
呉
越
伴
之
、
帝
都
又
是
主
中
主
…
。
」
と
い
っ
た
指
摘
が
あ
る
。
多
く
の

地
名
を
詠
み
込
み
、
さ
ら
に
主
役
で
あ
る
「
峨
眉
」
及
び
「
月
」
の
語
を
各
六
回
つ
つ
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
前
後
二
つ
の
「
峨
眉
山
月
歌
」

は
、
土
地
を
描
き
込
む
こ
と
を
得
意
と
す
る
李
白
の
、
ま
さ
に
面
目
躍
如
た
る
お
も
む
き
が
あ
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
な
に
よ
り
重
要
な
こ
と

は
、
李
白
が
自
ら
の
力
を
傾
注
し
て
「
峨
眉
山
」
と
「
月
」
と
を
結
び
つ
け
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
峨
眉
山
」
を
一
層
美
化
し
よ
う
と
努
め

て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
峨
眉
山
は
一
年
中
の
ほ
と
ん
ど
が
曇
天
な
い
し
雨
天
で
あ
る
。
そ
の
合
間
に
竿
に
見
ら
れ
る
さ
や
か
な
月
の
光
は
、
他
の
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土
地
に
く
ら
べ
て
、
一
層
貴
重
で
あ
り
、
詩
人
た
ち
を
魅
了
す
る
。
そ
こ
に
着
眼
し
た
李
白
の
見
識
眼
は
非
常
に
鋭
い
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
あ
る
土
地
を
「
詩
跡
」
と
し
て
成
立
さ
せ
継
承
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
土
地
の
特
色
を
印
象
的
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
強
調
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
李
白
は
そ
の
秘
訣
を
生
来
的
に
会
得
し
て
い
る
、
優
れ
た
「
詩
跡
」
詩
人
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

六
、
結
語

　
以
上
、
「
蜀
道
難
」
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
、
十
首
」

う
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
。

　
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

及
び
二
首
の
「
峨
眉
山
月
歌
」
を
主
に
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
「
詩
跡
」
と
い

一94一

①
「
蜀
道
難
」
は
、
李
白
が
す
で
に
「
詩
跡
」
と
し
て
定
着
し
て
い
る
「
蜀
道
」
に
対
し
て
、
そ
の
伝
統
を
集
約
的
に
活
用
し
、
さ
ら
に

　
誇
張
表
現
な
ど
を
用
い
て
印
象
的
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
を
一
層
著
名
に
し
、
不
朽
の
も
の
と
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ

　
と

②
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
、
十
首
」
は
、
玄
宗
賛
美
と
い
う
よ
り
、
成
都
及
び
蜀
地
の
讃
歌
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
性
が
高
く
、
い
わ
ば
ト

　
ポ
フ
ィ
リ
ア
の
文
学
と
し
て
再
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

③
李
白
は
峨
眉
山
の
「
詩
跡
」
化
に
最
も
貢
献
し
た
詩
人
の
一
人
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
二
つ
の
「
峨
眉
山
月
歌
」
は
、
峨
眉
山
に
新
た

　
な
詩
的
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
、
後
世
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と



　
こ
れ
ら
の
作
品
を
通
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
根
底
に
、
土
地
讃
歌
へ
の
希
求
と
も
言
う
べ
き
李
白
の
土
地
そ
の
も
の
に
対
す

る
激
し
い
愛
着
、
パ
ト
ス
と
い
っ
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
付
け
足
す
な
ら
ば
、
そ
の
作
品
の
多
く
が
後
世
の
文

学
に
継
承
さ
れ
、
そ
こ
に
詠
ま
れ
た
土
地
も
李
白
の
名
と
と
も
に
「
詩
跡
」
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
事
実
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
む
ろ
ん
蜀
の
「
詩
跡
」
化
に
つ
い
て
は
、
量
的
に
は
、
杜
甫
に
遠
く
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
成
都
に
関
し
て
、
例
え
ば
「
草
堂
」

「
涜
花
渓
」
「
石
箏
街
」
「
碧
鶏
坊
」
「
武
侯
祠
」
「
琴
台
」
「
万
里
橋
」
「
石
鏡
」
な
ど
は
、
杜
甫
の
詩
に
よ
っ
て
著
名
に
な
っ
た
地
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
春
夜
喜
雨
」
の
「
暁
看
紅
湿
処
、
花
重
錦
官
城
」
と
い
う
句
は
、
現
在
で
も
成
都
宣
伝
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
量
的
に
は
勝
ら
ぬ
ま
で
も
、
李
白
の
蜀
地
に
与
え
た
影
響
も
極
め
て
大
き
い
。
「
蜀
道
難
」
や
「
峨

眉
山
月
歌
」
は
知
名
度
の
極
め
て
高
い
作
品
で
あ
る
し
、
李
白
遺
跡
も
、
江
油
の
李
白
紀
念
館
、
清
廉
郷
の
李
白
故
居
、
成
都
の
散
花
楼
、
剣

閣
の
「
蜀
道
難
」
碑
、
峨
眉
山
万
年
寺
の
琴
蛙
池
（
李
白
「
聴
蜀
僧
溶
弾
琴
」
に
因
む
）
な
ど
、
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
蜀
道
難
」
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
、
十
首
」
「
峨
眉
山
月
歌
」
を
始
め
と
す
る
一
連
の
蜀
関
係
の
作
品
は
、
土
地
と
詩
人
と

い
う
問
題
を
語
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
作
品
群
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
李
白
と
蜀
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
議
論
の
中

で
は
、
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
や
は
り
蜀
と
言
え
ば
李
白
の
故
郷
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

が
た
め
に
、
李
白
の
個
人
的
な
出
生
や
生
活
、
あ
る
い
は
思
想
形
成
と
い
っ
た
面
に
関
心
が
集
中
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

李
白
に
お
け
る
蜀
地
方
の
意
義
を
、
そ
の
一
面
の
み
に
絞
っ
て
見
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ら
李
白
の
代
表
作
と
も
言
う
べ
き
作
品
群
と
の
関
わ
り

を
見
落
と
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
い
わ
ば
土
地
讃
歌
と
い
っ
た
側
面
を
も
っ

て
い
る
。
李
白
の
土
地
讃
歌
、
土
地
愛
着
は
、
広
く
中
国
各
地
に
及
ん
で
お
り
、
こ
の
蜀
地
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
李

白
に
と
っ
て
の
蜀
地
方
は
、
故
郷
で
あ
る
と
い
う
以
上
に
、
「
詩
跡
」
に
成
り
得
る
地
の
宝
庫
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
そ

の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
群
は
、
よ
り
巨
視
的
な
観
点
か
ら
、
「
詩
跡
論
」
「
文
学
的
風
土
論
」
の
一
貫
と
し
て
、
改
め
て
位
置
付
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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［
注
］

研
文
出
版
、
一
九
九
四
年
。
初
出
は
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
編
『
中
国
文
学
研
究
』
第
五
期
、
一
九
七
九
年
。
こ
の
ほ
か
郁
賢
皓
著
『
李
白
叢
考
』

（
陳
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
所
収
の
「
李
白
蜀
中
事
　
考
」
「
李
白
出
蜀
年
代
考
」
「
李
白
与
元
丹
丘
交
游
考
」
等
も
参
考
に
な
る
。

「
詩
跡
」
（
「
詩
的
古
跡
」
）
の
定
義
・
意
義
等
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
李
白
に
お
け
る
武
漢
の
意
義
～
『
詩
的
古
跡
』
の
生
成
を
め
ぐ
っ
て
」
（
中
国

詩
文
研
究
会
編
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
十
｝
集
、
一
九
九
二
年
）
、
「
「
李
白
に
お
け
る
宣
城
の
意
義
～
『
詩
的
古
跡
』
の
定
着
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
上
、

第
十
三
集
、
一
九
九
四
年
）
、
「
李
白
と
『
詩
跡
』
～
中
国
詩
の
歌
枕
」
（
大
修
館
書
店
『
月
刊
し
に
か
』
｝
九
九
五
年
六
月
号
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
（
2
）
を
参
照
。

巴
蜀
書
社
、
一
九
九
〇
年
。

所
在
地
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
松
浦
友
久
編
訳
『
李
白
詩
選
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
七
年
）
「
補
注
［
1
4
］
」
（
垣
ω
よ
ω
）
に
詳
し
い
。

こ
れ
ら
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
注
（
2
）
所
掲
論
文
に
お
い
て
触
れ
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
（
2
）
所
掲
の
拙
論
「
李
白
と
『
詩
跡
』
～
中
国
詩
の
歌
枕
」
に
お
い
て
簡
単
な
李
白
「
詩
跡
」
地
図
を
掲
載
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ

た
い
。
李
白
関
係
の
遺
跡
は
広
範
な
地
域
に
多
数
存
在
す
る
。

蘇
軟
が
鷹
山
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
一
連
の
盧
山
詩
を
制
作
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
内
山
精
也
著
「
蘇
載
『
盧
山
真
面
目
』
考
～
「
題

西
林
寺
』
の
表
現
意
図
を
め
ぐ
っ
て
」
（
中
国
詩
文
研
究
会
編
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
十
五
集
、
一
九
九
六
年
）
に
詳
細
な
考
証
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

「
蜀
道
難
」
の
制
作
意
図
や
寓
意
性
に
関
す
る
諸
説
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
松
浦
友
久
著
『
李
白
研
究
～
拝
情
の
構
造
』
（
三
省
堂
、
一
九
七
六
年
∀

所
収
「
李
白
楽
府
論
考
」
第
五
節
、
郁
賢
皓
・
悦
培
翔
撰
「
建
国
以
来
李
白
研
究
概
述
」
第
四
節
「
関
於
『
蜀
道
難
』
的
討
論
」
（
『
李
白
学
刊
』
第

二
輯
、
一
九
八
九
年
）
に
簡
潔
に
分
類
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

な
お
、
李
白
に
は
こ
の
ほ
か
「
見
説
蚕
叢
路
、
崎
嘔
不
易
行
」
（
「
送
友
人
入
蜀
」
冒
頭
二
句
）
と
い
っ
た
用
例
も
あ
る
。

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
八
六
年
。

楊
守
敬
纂
疏
『
水
経
注
疏
』
巻
二
七
（
段
煕
仲
点
校
本
〔
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
〕
を
参
照
）
よ
り
再
引
。

『
河
嶽
英
霊
集
』
『
又
玄
集
』
『
唐
人
選
唐
詩
残
』
と
い
っ
た
唐
人
選
詞
華
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
『
本
事
詩
』
等
の
唐
代
詩
話
類
に
も
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
シ
　
　
ヘ
　
　
シ

ま
た
、
中
唐
の
挑
合
の
「
送
李
余
及
第
帰
蜀
」
詩
に
「
李
白
蜀
道
難
、
差
為
無
成
帰
」
と
あ
る
。

四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。
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1
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）
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）
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）

氏
に
は
「
『
上
皇
西
巡
南
京
歌
』
詩
旨
考
察
」
（
『
唐
代
文
学
論
叢
』
第
九
集
、
一
九
八
七
年
）
、
『
李
白
詩
四
百
首
』
（
張
才
良
主
編
、
安
徽
文
芸
出
版

社
、
一
九
九
四
年
）
所
収
の
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
」
解
説
、
『
李
白
大
辞
典
』
（
郁
賢
皓
主
編
、
広
西
教
育
出
版
社
、
　
九
九
五
年
∀
所
収
「
作
品
提

要
」
の
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
」
部
分
の
提
要
等
、
一
連
の
「
上
皇
西
巡
南
京
歌
」
に
関
す
る
業
績
が
あ
る
。
氏
の
主
張
す
る
点
を
列
挙
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
連
作
は
、
①
形
式
的
に
は
「
永
王
東
巡
歌
」
の
姉
妹
篇
で
、
こ
れ
と
同
系
列
の
作
品
で
あ
る
こ
と
、
②
唐
朝
軍
の
勝
利
を
讃
え
た
作
品
で
あ
る

こ
と
、
③
玄
宗
に
対
す
る
特
別
な
恋
慕
の
情
を
抱
き
つ
つ
、
蜀
人
と
し
て
の
特
有
の
心
理
を
以
っ
て
、
蜀
地
と
玄
宗
（
国
家
）
の
命
運
と
の
関
連
に

着
眼
し
て
書
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
長
安
奪
回
の
勝
利
を
祝
福
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
「
至
於

詩
的
写
法
、
則
是
処
処
化
難
為
易
、
化
沈
重
為
軽
霧
、
化
不
幸
為
美
事
、
以
此
来
表
現
一
種
勝
利
後
的
慶
幸
、
喜
悦
之
情
。
」
（
「
李
白
詩
四
百
首
」
）

と
述
べ
る
。
氏
は
こ
の
詩
が
玄
宗
に
対
す
る
風
刺
の
作
品
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
は
反
対
で
、
あ
く
ま
で
唐
朝
軍
の
勝
利
と
玄
宗
の
長
安
帰
還
を
慶
・

賀
し
た
も
の
と
見
倣
し
て
い
る
。
作
詩
段
階
に
お
け
る
李
白
の
心
境
と
い
う
意
味
で
は
、
筆
者
も
ほ
ぼ
同
意
見
で
あ
る
が
、
本
稿
の
視
点
か
ら
言
え

ば
、
な
に
ゆ
え
李
白
が
唐
朝
勝
利
に
重
点
を
置
か
ず
、
蜀
地
賛
美
に
重
点
を
置
い
た
の
か
と
い
っ
た
、
土
地
賛
美
自
体
の
持
つ
文
学
的
な
意
義
、
あ

る
い
は
李
白
と
い
う
詩
人
の
土
地
そ
の
も
の
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
に
つ
い
て
の
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

中
国
詩
文
研
究
会
編
「
中
国
詩
文
論
叢
』
第
九
集
所
収
、
一
九
九
〇
年
。

四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
。
ま
た
、
谷
鶯
編
「
錦
城
詩
粋
」
（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
も
参
考
に
な
る
。
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